
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
木
幡
繁
嗣
・
内
閣

府
政
策
統
括
官
交
通
安
全
企
画
参
事
官
補
佐

は
「
高
校
生
の
交
通
安
全
教
育
に
お
い
て
、

民
間
企
業
と
行
政
が
連
携
し
た
活
動
の
成
果

が
報
告
さ
れ
る
こ
と
は
、
交
通
事
故
抑
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
内
閣
府
に
と
っ
て
も
注
目

に
値
す
る
出
来
事
で
す
。
皆
様
に
は
全
国
に

先
駆
け
た
教
育
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
る

と
い
う
自
負
を
持
っ
て
、
さ
ら
に
取
り
組
み

に
邁
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
活
動
が
熊
本

県
か
ら
全
国
に
拡

散
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
挨

拶
し
、
高
校
生
交

通
安
全
教
育
活
動

を
評
価
し
た
。

平
成
25
年
度
の

展
開
に
つ
い
て
、

池
田
ブ
ロ
ッ
ク
リ

ー
ダ
ー
は
「
校
内

で
生
徒
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
養
成

し
、
各
高
校
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る
た
め

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
。
既
に
翔
陽
高
校
で
３
年
生
の
生
徒

が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
２
年
生
へ

の
指
導
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
（
下
記
参
照
）

な
ど
、
熊
本
県
で
は
学
校
・
生
徒
が
主
体
と

な
っ
た
自
主
活
動
の
実
現
に
向
け
、
第
２
ス

テ
ッ
プ
に
入
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
は
兵
庫
県
や
大
阪
府

を
は
じ
め
全
国
23
府
県
１
１
９
校
に
拡
が
る

予
定
で
あ
る
。
次
号
か
ら
は
、
全
国
で
展
開

さ
れ
る
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動
を
紹
介

し
て
い
く
。

STREAM
交通安全教育の潮流

校
で
53
回
開
催
。
の
べ
約
１
万
５
４
０
０
名

の
高
校
生
が
参
加
し
た
。「
事
故
の
加
害
者

に
な
る
と
、
多
額
の
賠
償
金
請
求
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
怖
い
と
思
っ
た
」「
実
技
を
通

じ
て
、
は
じ
め
て
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
た
」
と
い
う
生
徒
の
声
、「
従

来
の
講
習
会
と
は
違
い
、
生
徒
自
身
が
自
ら

考
え
体
験
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
納
得
し
た

行
動
変
容
に
期
待
で
き
る
」「
生
徒
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
」

と
い
う
教
職
員
の
声
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
熊
本
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
熊

本
県
大
津
町
）
生
徒
指
導
部
交
通
安
全
担
当

の
馬
本
竜
司
教
諭
が
同
校
と
ホ
ン
ダ
に
よ
る

原
付
通
学
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

（
全
５
回
）
に
つ
い
て
報
告
。

「
１
年
を
通
じ
て
、
原
付
通
学
者
の
安
全

運
転
意
識
の
向
上
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
事
故

件
数
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
か
ら
の

苦
情
も
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
下
級
生
に
安
全
運
転

を
教
え
た
い
と
い
う
生
徒
が

５
名
も
お
り
、
生
徒
も
意
欲

的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
」
と
馬
本
教
諭
は
成
果
を

強
調
し
た
。

ホ
ン
ダ
は
平
成
24
年
度
、
行
政
機
関
や
教

育
機
関
と
連
携
し
、
ま
ず
熊
本
県
内
の
16
の

高
校
を
対
象
に
高
校
生
交
通
安
全
教
育
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
目
的
は
「
交
通
社

会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
高
校
生
に

対
し
、
交
通
安
全
を
学
ぶ
機
会
を
通
し
て
人

へ
の
痛
み
や
人
へ
の
思
い
や
り
を
感
じ
ら
れ

る
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
交
通
ル
ー
ル
や

社
会
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
交
通
事
故
削
減
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で

あ
る
。

３
月
19
日
、
熊
本
県
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル

で
「
平
成
24
年
度
熊
本
県
高
校
生
交
通
安
全

教
育
活
動
報
告
会
」（
主
催：

本
田
技
研
工

業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ

ロ
ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ
、
県
行
政
関
係
者
や

活
動
に
賛
同
し
た
高
校
の
教
職
員
が
参
加
。

熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
池
田
仁
ブ
ロ
ッ
ク
リ

ー
ダ
ー
が
１
年
間
の
活
動
を
説
明
し
た
。
平

成
24
年
度
は
座
学
に
よ
る
感
受
性
教
育
、
実

技
を
主
体
と
し
た
自
転
車
・
原
付
教
育
を
16
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高校と生徒が主体となった自主活動に向けて★

の
べ
約
１
万
５
４
０
０
名
の

高
校
生
に
安
全
教
育
を
実
施

活
動
に
よ
り
、
生
徒
の

意
識
や
行
動
が
変
化

報告会では参加した教職員による
ディスカッションも行われた

来賓として挨拶を述べる木幡繁嗣・内閣
府政策統括官交通安全企画参事官補佐

翔陽高校での平成24年度
の活動内容を報告する馬本
竜司教諭

熊本県立翔陽高等学校・原付通学生実技講習会
翔陽高校では平成24年度に原付通学者（2

年生）への実技講習会を5回開催。2月21日

には、1年間のまとめと位置づけた第5回目

が行われた。

その内容は「8の字応用コース」の体験。

校内に設定された図のような8の字コースを

原付で走行する。各々が単独で走るのではな

く、1台ずつ順々にコース内に入っていく。

コースは最大で8台まで走行可能になってい

るが、そのためには先にコース内を走行して

いる原付の動きをよく観て、自分の動き方を

考える必要がある。どうすれば8台でスムー

ズに8の字コースを走行できるのか、生徒同

士で考え、思いやりを持って、ゆずり合いを

実践してもらうことがねらいである。

1台ずつコースに進入し、8台での
走行をめざす。途中で誰かが地面
に足を付けたら最初からやり直し。
そのため、スムーズに走行できる
ように生徒同士で相談

コースの入り口は見通しが悪くなっているため、進入
時は十分な安全確認が必要となる

四輪車の死角について解説する生徒指導員

発進・停止では2年生の一人ひとりの運転を見ながら、
生徒指導員が正しいブレーキ操作をアドバイス

四輪車の間を右折す
る時は、死角を走っ
てくる二輪車や自転
車が来ていないか確
認することを伝える

養成講習では生徒たちでコース
設営などができるようにHonda
のインストラクターが指導

3月26日、29日には平成25年度の活動に

向け、生徒指導員の養成講習を実施。そして

4月4日、その生徒指導員5名（3年生）が新

規原付通学者（2年生）に対し、座学と実技

による指導を行った（写真参照）。生徒指導

員の一人、濱田智子さんは「私自身も実技講

習会に参加して、自分の運転技術を過信して

いることに気づきました。そうしたことや、

原付で通学している時に感じた危険を後輩に

伝えたいと思い、指導員になったというわけ

です。後輩にアドバイスする時は、自分の体

験を交えながらわかりやすく説明するように

心がけました」と感想を話してくれた。

翔陽高校では、先輩から後輩へ安全運転へ

の思いを継承するためのサイクルが出来上が

りつつある。

「平成24年度熊本県高校生
交通安全教育活動報告会」
には県行政関係者や活動に
賛同した高校の教職員36
名が参加

●8の字応用コース
コース入り口


